
一

近
世
末
期
豊
後
日
田
周
辺
農
村
の
物
流

は
じ
め
に

楷
皮
の
他
所
売
り
史
料
か
ら
Ｉ
－

　
近
世
期
、
日
田
代
官
所
付
の
日
田
郡
内
の
諸
村
は
、
渡
里
・
城
内
・
高
瀬
・
犬

山
・
目
五
馬
・
奥
五
馬
・
犬
肥
・
小
野
・
洋
紅
の
九
筋
の
計
八
十
ケ
村
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
「
筋
」
は
、
他
の
藩
鎖
な
ど
に
設
定
さ
れ
た
「
組
」
や
「
手
水
」
な
ど

と
同
質
の
行
政
区
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
内
、
口
五
馬
・

村数

-一一一一一一

　　10

　　14

名
言
主

筋
二
霞

Ｉ
Ｉ
Ｉ

３
６
６
７
６
０
８
‐
‐
〇

4
‾
’
　
　
￥
　
M
X
）

計

有田郷　※11

※は森領

奥
五
馬
の
二
筋
は
日
田
の
東

南
、
玖
珠
川
南
岸
か
ら
東
方

に
散
在
す
る
諸
村
を
包
摂

し
、
目
五
馬
面
が
苗
代
部
・

女
子
畑
・
大
鳥
・
柚
野
木
・

湯
川
・
赤
岩
の
六
ケ
村
、
奥

五
馬
面
が
桜
竹
・
本
城
・
塚

田
・
出
口
・
芋
作
・
新
城
・
万
馬
市
の
七
ケ
村
か
ら
な
っ
て
い
た
。
『
豊
後
国
志
』

で
は
、
こ
の
二
筋
十
三
ケ
筋
の
ほ
か
に
植
村
十
一
ケ
村
を
含
む
二
十
四
ケ
村
を
挙

げ
、
「
以
上
二
十
回
付
、
旧
属
五
馬
荘
、
荘
在
郡
東
南
」
と
記
し
て
い
る
。

　
地
誌
た
る
回
書
は
、
日
田
郡
の
「
形
勝
」
を
「
群
山
囲
橋
四
面
、
大
川
横
流
郡

中
、
上
国
沃
映
、
人
民
宿
饒
」
と
は
形
容
す
る
も
の
の
、
「
四
面
を
囲
続
」
す
る
山

後
　
　
藤

重
　
　
巳

間
に
散
往
の
山
村
は
、
決
し
て
「
人
民
盲
縞
」
で
は
な
か
っ
た
。
地
域
に
よ
っ
て

は
、
米
穀
不
足
と
輸
送
の
困
難
か
ら
年
貢
が
全
て
銀
納
さ
れ
る
例
さ
え
あ
り
、
そ

の
納
入
の
銀
手
当
て
の
た
め
に
、
副
産
物
の
換
金
に
苫
悩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

　
郡
内
諸
村
で
は
農
民
の
多
く
が
「
作
間
の
稼
ぎ
」
と
し
て
、
桔
皮
採
・
葛
根
掘
・

蕨
根
掘
・
葛
粉
作
・
本
縮
織
な
ど
に
励
み
、
手
隙
に
紙
漉
き
を
行
い
、
ｙ
」
れ
ら
の

庶
物
を
隈
・
豆
田
の
町
屋

す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ

換
金
、
年
貢
銀
の
不
足
補
完
や
生
活
の
助
成
に

　
年
貢
納
米
の
残
余
や
農
閑
余
業
の
産
品
は
様
々
な
形
で
流
通
に
乗
っ
た
が
、
本

橋
で
は
、
そ
の
中
の
植
皮
の
流
通
を
め
ぐ
る
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
み
た
い
。
近

時
、
日
田
市
や
そ
の
周
辺
町
村
の
史
前
の
類
が
相
次
ぎ
刊
行
さ
れ
、
近
世
期
の
日

田
を
取
り
巻
く
流
通
圈
の
問
題
が
鮮
明
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
史
料
的
に
や
や
空

隙
な
地
域
に
あ
っ
た
奥
五
馬
地
方
の
様
態
に
、
微
か
な
が
ら
も
陽
光
を
当
て
得
れ

ば
と
思
う
。

注

①②③

　
『
永
山
石
段
史
料
』
上
巻
、
第
五
編
第
三
節
。

右
に
同
じ
。

「
亨
保
十
年
対
馬
市
村
明
細
帳
」
フ
九
文
三
年
五
馬
市
村
明
細
帳
」
「
天
明
八
年
鎌

平
村
明
細
帳
」
な
ど
、
五
馬
市
村
文
責
所
収
、
別
府
大
字
文
学
部
所
蔵
。

④
　
『
大
分
県
史
・
Ⅲ
』
・
「
目
ｍ
尚
史
」
爪
天
瀬
町
詰
』
・
い
大
山
町
詰
』
な
ど
。

41



好Ｂゆ卸Ｕ竃ｗ頌砂，39(1997)Ｍｃｍｏ仔s

二
、
天
保
期
の
植
皮
他
国
売
り

　
天
保
三
年
二
月
、
日
田
郡
内
の
細
波
惣
代
下
井
出
村
和
助
ら
は
、
日
田
役
所
に

対
し
て
郡
内
産
出
の
細
原
料
の
格
皮
の
郡
外
売
出
し
規
制
に
つ
い
て
次
の
ご
と

き
請
願
を
し
た
。

私
共
俄
、
作
間
。
紙
漉
稼
仕
、
御
年
貢
御
上
納
足
二
仕
、
狼
米
買
立
渡
世
仕
候
処
、

近
年
限
町
之
商
人
格
皮
多
分
買
集
、
船
ニ
て
筑
後
国
二
積
下
し
候
二
付
、
当
郡
二
格

無
数
相
成
、
紙
漉
共
甚
タ
難
渋
仕
候
間
、
何
卒
御
慈
悲
之
御
勘
弁
を
以
、
向
後

格
之
俄
他
国
え
売
出
し
不
申
、
当
郡
中
ニ
て
売
買
仕
候
様
被
仰
付
被
下
候
様
奉

願
上
候
、
穀
類
之
俄
雨
筑
二
積
下
之
俄
も
「
在
之
俄
辻
・
候
処
、
御
慈
悲
之
御
勘

弁
を
以
、
決
て
「
他
」
国
出
不
相
成
候
様
厳
敷
被
仰
渡
、
小
前
一
統
難
有
仕
合

二
奉
存
候
、
右
様
被
仰
渡
候
上
は
、
此
上
御
願
筋
無
御
座
候
得
共
、
後
年
二
至
り

候
て
は
自
然
と
相
ゆ
る
み
、
売
荷
等
下
積
二
隠
シ
、
穀
類
積
下
候
候
俄
も
無
覚
束

候
間
、
川
筋
之
内
ニ
て
改
方
宜
敷
場
所
ニ
て
、
船
積
之
荷
物
相
改
候
様
被
仰
付
被

下
置
候
ハ
ハ
、
穀
類
積
下
候
心
遣
ひ
無
之
、
一
統
安
堵
仕
候
儀
二
付
、
何
卒
此
段

奉
願
上
候
（
下
略
）
、
（
「
　
」
は
虫
欠
け
）

　
要
旨
は
、
日
田
郡
下
井
出
村
和
助
外
十
五
か
村
の
紙
漉
は
、
「
年
貢
納
銀
不
足
分

や
根
米
買
い
立
て
経
費
と
し
て
紙
漉
稼
ぎ
を
し
て
い
る
が
、
近
年
は
郡
内
産
の
栖

皮
を
日
田
隈
町
の
商
人
が
買
い
占
め
、
船
便
を
便
っ
て
筑
後
方
面
に
積
み
出
し
て

い
る
故
、
品
不
足
と
な
り
、
紙
漉
が
出
来
な
く
難
渋
し
て
い
る
。
つ
い
て
は
、
郡

内
の
桔
皮
の
国
外
売
出
し
を
禁
制
し
郡
内
売
買
と
し
て
欲
し
い
、
こ
の
場
合
、
穀

類
の
船
積
荷
の
下
に
隠
匿
し
て
密
売
を
す
る
も
の
も
あ
り
得
る
か
ら
、
然
る
べ
き

箇
所
で
積
み
荷
改
め
を
実
施
さ
せ
て
欲
し
い
」
と
言
う
も
の
で
あ
る
。

　
従
前
、
郡
内
の
栖
皮
は
農
民
の
い
わ
ゆ
る
「
作
間
の
稼
ぎ
」
と
し
て
生
産
さ
れ
、

自
家
紙
漉
に
用
い
、
あ
る
い
は
近
隣
に
売
り
捌
い
て
「
御
年
貢
御
上
納
足
」
や
「
禎

Ｆ
－
－
－
％
Ｉ
ｒ

米
買
立
」
に
当
て
ら
れ
た
が
、
そ
の
数
量
は
地
域
や
時
代
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
で
。

　
「
格
少
も
売
候
程
無
御
座
観
、
尤
、
百
姓
之
内
、
少
々
ツ
ツ
持
候
者
も
有
之
観
得

共
、
紙
漉
仕
観
二
付
、
少
々
助
二
仕
候
」
（
「
享
保
十
年
五
馬
市
村
明
細
帳
」
②
ぺ
゜
茶

格
漆
之
類
、
当
村
ニ
て
売
買
壮
観
、
相
残
品
は
豆
田
隈
町
え
持
参
仕
売
申
候
」
（
「
天

明
八
年
継
手
村
明
細
帳
」
）
な
ど
と
言
う
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
や
が
て
は

豆
田
・
隈
町
な
ど
の
商
人
が
格
皮
を
買
い
集
め
、
筑
前
・
筑
後
地
方
に
売
り
出
す

こ
と
に
な
り
、
地
元
で
の
紙
漉
原
料
が
不
足
す
る
事
態
を
生
じ
る
の
で
あ
る
。
の

ち
に
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
格
皮
の
買
い
込
み
活
動
は
、
日
田
・
隈
両

町
の
商
人
に
と
っ
て
大
い
に
魅
惑
的
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
こ
こ
で
嘆
願
さ

れ
る
余
業
と
し
て
紙
漉
を
行
な
う
農
民
ば
か
り
で
な
く
、
同
様
格
生
産
を
行
な
う

農
民
に
と
っ
て
も
利
害
が
相
反
す
る
問
題
で
あ
っ
た
。
本
小
論
は
、
以
下
、
そ
う

し
た
問
題
に
焦
点
を
当
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
紙
漉
惣
代
か
ら
の
右
の
要
請
に
対
し
て
、
日
田
役
所
（
時
の
郡
代
は
塩
谷
大
四

郎
）
は
彼
ら
の
要
請
を
拒
否
し
た
。
そ
の
和
解
貳
は
全
六
ケ
条
か
ら
成
り
、
ま
ず

そ
の
第
一
条
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。

一
、
作
間
之
稼
二
級
波
渡
世
い
た
し
候
者
ハ
、
右
綴
代
を
以
て
上
納
銀
足
ニ
い
た

　
し
、
其
余
徳
ニ
て
家
相
続
之
手
当
て
ニ
い
た
し
候
。
可
有
之
、
且
、
紙
を
波
立
候

　
処
、
若
し
其
綴
他
所
出
差
留
二
相
成
候
て
は
、
其
所
限
二
相
成
、
直
段
も
下
り

　
級
漉
渡
世
之
詮
も
無
之
様
可
相
成
候
、
穀
類
と
は
少
々
訳
も
可
違
候
得
と

　
も
、
雑
穀
桔
等
一
銭
津
留
、
百
姓
二
取
候
て
は
難
儀
は
凡
そ
同
様
之
道
理
二
付
、

　
則
白
信
之
申
方
二
候
、

先
の
紙
漉
惣
代
の
要
請
は
、
梢
の
い
わ
ゆ
る
「
津
留
」
に
あ
っ
た
訳
だ
が
、
日
田

役
所
の
説
諭
は
、
「
漉
立
た
製
品
の
紙
を
他
所
売
り
禁
止
に
す
れ
ば
、
紙
直
段
も
下

が
り
紙
漉
の
渡
世
も
成
立
ま
い
、
雑
穀
や
桔
皮
を
一
括
津
留
め
に
す
れ
ば
、
百
姓

に
と
っ
て
難
儀
に
な
る
道
理
は
紙
漉
に
と
っ
て
も
例
外
で
は
な
く
、
桔
皮
の
津
留

の
み
を
要
請
す
る
の
は
、
余
り
に
も
自
優
で
は
な
い
か
」
と
言
う
も
の
で
あ
っ
た
。

42



第39号(1997)別府大学紀要

説
諭
の
第
二
条
は
、
更
に
明
快
な
内
容
と
な
る
。

一
、
百
姓
一
式
之
者
ハ
残
米
は
勿
論
、
山
林
茶
桔
其
外
雑
穀
等
も
売
払
、
銀
納

　
之
足
二
相
納
、
其
余
徳
を
以
家
内
相
続
致
俣
二
可
有
俣
処
、
格
其
外
雑
穀
之
類

　
迄
津
留
二
相
成
、
土
地
限
り
ニ
致
し
俣
て
は
格
別
直
段
引
下
り
、
諸
品
作
立
俣

　
詮
も
無
之
は
勿
論
銀
納
出
来
兼
、
且
家
内
相
続
相
成
間
敷
俣
間
、
百
姓
之
作

　
出
候
雑
穀
も
、
年
柄
二
寄
他
所
出
シ
程
々
直
段
不
引
立
俣
て
は
村
々
難
儀
い

　
た
し
俣
、
在
方
ニ
て
百
姓
之
外
余
稼
之
も
の
共
ら
た
め
の
み
ニ
拘
り
、
百
姓
之

　
品
下
直
二
相
成
候
て
は
決
て
不
相
済
事
二
俣
、

こ
れ
に
は
、
「
百
姓
之
作
出
候
雑
穀
類
も
、
年
柄
二
寄
他
所
出
シ
、
程
々
直
段
不
引

立
候
て
は
村
々
難
儀
」
と
も
述
べ
ら
れ
、
雑
穀
や
果
木
な
ど
の
小
商
品
を
広
い
流

通
に
乗
せ
、
百
姓
の
余
業
収
入
を
助
け
、
ひ
い
て
は
上
納
銀
の
足
し
や
生
計
費
の

補
填
に
当
て
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
他
の
条
で
は
、
「
手
前
勝
手
の
み
を
考
侯
小
前
存
込
二
可
参
事
ニ
は
無
之
」

　
（
第
三
条
）
と
か
、
「
自
信
之
利
合
二
募
り
候
も
の
は
、
終
二
其
所
住
居
難
成
様
二
可

相
成
歎
ケ
敷
次
第
」
（
第
四
条
）
な
ど
述
べ
ら
れ
、
最
終
条
に
は
、
「
小
前
願
立
侯

品
等
有
之
節
、
道
二
背
不
筋
之
願
方
致
し
侯
得
は
、
願
も
不
相
立
上
、
後
々
迄
小
前

之
人
気
を
損
、
品
二
寄
御
仕
置
諸
侯
も
の
も
出
来
、
村
方
衰
微
之
基
二
甘
、
御
作
之

願
筋
は
其
村
方
庄
屋
組
頭
え
中
談
、
若
難
整
節
は
組
合
之
庄
屋
中
談
、
筋
道
之
取

計
無
之
（
下
略
）
」
と
説
諭
し
、
そ
の
要
請
の
不
合
理
で
あ
る
こ
と
を
和
解
さ
せ
よ

う
と
し
た
。

　
以
上
の
要
旨
は
、
こ
れ
を
請
け
て
右
紙
漉
惣
代
ら
が
、
同
月
、
願
方
惣
代
藤
山

村
庄
屋
貫
平
・
船
方
惣
代
中
条
村
庄
屋
久
兵
衛
・
日
田
会
所
詰
庄
屋
柳
右
衛
門
ら

と
連
名
で
、
日
田
役
所
に
提
出
し
た
願
上
書
に
極
め
て
明
確
に
引
用
さ
れ
て
い
る

の
で
ヽ
以
下
に
掲
げ
か
。

　
　
乍
恐
以
書
甘
楽
願
上
候

日
田
郡
紙
漉
共
惣
代
之
者
よ
り
、
桔
之
儀
並
穀
類
他
所
出
之
儀
二
付
願
書
願

上
候
処
、
右
は
郡
中
百
姓
難
儀
之
意
味
を
も
不
相
弁
、
且
融
通
之
筋
も
不
相

心
得
、
行
々
は
銘
々
難
渋
二
相
成
候
筋
も
不
相
心
得
、
目
先
当
分
之
事
と
申
内

ニ
も
、
村
々
百
姓
為
を
不
願
、
余
稼
之
も
の
共
自
信
之
願
二
成
行
不
言
、
都
て

願
筋
は
其
村
役
人
共
相
談
之
上
二
候
得
は
相
立
、
双
方
為
ニ
も
言
片
寄
候
儀
も

出
来
不
致
候
処
、
非
議
無
之
畢
竟
心
得
違
い
之
も
の
可
有
之
、
得
と
筋
合
相

立
願
候
様
厚
御
和
解
之
趣
、
一
同
難
有
承
知
奉
畏
候
、
何
れ
得
と
申
談
奉
願

上
度
候
間
、
暫
く
御
猶
予
被
成
下
候
様
奉
頭
上
候
、
以
上
、

日
田
役
所
側
の
正
鵠
を
得
た
説
諭
に
、
紙
漉
連
中
は
再
要
請
を
暫
ら
く
躊
躇
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
翌
三
月
、
紙
漉
惣
代
の
下
井
出
村
和
助
、
上
井
出
村
庄
右
衛
門
、
友
田
村
伝
七
、

北
高
瀬
村
久
兵
衛
、
石
井
村
忠
兵
衛
ら
七
人
は
、
先
の
説
諭
の
意
を
含
め
て
か
前

回
と
や
や
異
な
る
内
容
の
要
請
を
し
た
。

私
共
、
作
間
二
級
義
稼
壮
夫
食
之
足
ニ
い
た
し
家
族
共
養
育
仕
候
処
、
近
年
格

直
段
高
慎
二
相
成
、
紙
直
段
下
直
ニ
て
売
立
方
引
合
兼
、
級
義
典
極
々
難
渋
仕

候
、
乍
併
栖
売
出
候
小
前
ニ
て
は
、
高
直
二
有
之
方
可
然
候
二
付
、
紙
義
共
之
処

ニ
て
も
一
概
二
下
直
二
相
成
候
様
願
候
儀
ニ
て
は
無
御
座
候
得
共
、
近
年
秋
末
よ

り
栖
之
儀
、
川
船
ニ
て
両
筑
え
多
分
二
積
下
ケ
、
右
体
直
段
高
直
二
相
成
候
由
ニ

付
、
以
来
之
儀
は
村
々
小
前
並
紙
義
双
方
共
、
差
支
不
相
成
様
取
締
方
被
仰

付
被
下
置
候
ハ
ハ
、
御
慈
悲
之
儀
と
難
有
仕
合
奉
存
候
、
格
別
之
御
勘
定
筋

を
以
、
願
之
通
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
ハ
、
一
同
御
救
と
難
有
仕
合
奉
存
候
（
下

略
）
、

　
こ
こ
で
は
、
「
植
売
出
候
小
前
ニ
て
は
、
高
直
二
有
之
方
可
然
候
」
の
で
、
紙
漉
側

と
し
て
も
一
概
に
植
皮
値
段
が
下
直
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い

と
弁
解
が
ま
し
く
述
べ
、
今
後
は
、
植
皮
稼
ぎ
も
紙
漉
き
も
双
方
に
差
し
支
え
の
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な
い
よ
う
な
「
御
勘
定
筋
」
を
要
請
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
翌
四
月
、
和
助
・
伝
七
・
忠
兵
衛
に
加
え
て
、
植
売
方
惣
代
の
草
葉

村
平
右
衛
門
と
求
来
里
村
利
右
衛
門
、
船
方
惣
代
の
隈
町
山
田
半
四
郎
・
豆
田
町

中
村
平
左
衛
門
の
計
七
人
が
連
名
の
上
で
植
皮
出
荷
に
関
す
る
具
体
案
を
役
所

に
要
請
し
た
。

　
そ
の
要
請
書
の
内
容
は
や
や
冗
長
に
な
る
が
、
主
要
部
分
を
全
賢
し
よ
う
。

　
（
前
文
省
略
）
早
速
桔
売
之
者
共
並
船
方
共
打
寄
取
調
候
処
、
椿
他
国
出
相

止
直
段
相
下
候
て
は
地
方
出
産
之
品
、
百
姓
共
御
年
貢
筋
ニ
も
差
支
、
勿
論
冬

よ
り
初
春
迄
は
在
々
よ
り
両
町
え
附
出
、
二
三
月
之
頃
よ
り
他
国
え
積
下
候

儀
御
座
候
間
、
此
説
得
と
熟
談
之
上
売
出
候
儀
相
止
、
三
月
よ
り
勝
手
次
第

他
国
え
も
売
出
候
筈
申
極
度
、
左
候
得
は
紙
漉
渡
世
之
も
の
共
は
、
二
月
迄

内
二
春
分
漉
立
候
丈
は
桔
直
段
等
熟
談
之
上
、
買
入
置
、
差
支
無
之
様
手
当
可

仕
候
、
然
ル
上
は
桔
売
方
ニ
て
は
、
三
月
よ
り
勝
手
次
第
他
国
え
も
売
出
候
儀

二
付
、
直
段
等
響
候
儀
無
御
座
、
又
舟
方
二
て
は
精
売
方
熟
談
次
第
之
儀
二
付
、

勿
論
聊
差
支
無
御
座
候
（
下
略
）
、

　
請
願
の
内
容
は
、
郡
内
の
植
皮
は
毎
年
二
月
一
杯
は
他
国
売
り
禁
制
、
三
月
か

ら
許
可
、
そ
の
間
に
、
緩
流
は
春
期
に
使
用
す
る
材
料
は
購
入
値
段
・
数
量
を
熟

談
の
上
で
確
保
し
、
植
皮
生
産
者
は
、
三
月
以
降
は
自
由
に
販
売
、
販
売
価
格
も

自
由
と
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
差
し
支
え
な
い
で
は
な
い
か
と
言
う
も
の
で
あ
っ

た
。

　
こ
の
請
願
書
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
庄
屋
が
奥
書
署
名
を
し
て
い
る
。

　
こ
の
時
点
で
、
こ
の
緩
流
ら
か
ら
の
要
請
が
、
日
田
役
所
に
お
い
て
ど
の
よ
う

に
決
済
さ
れ
た
か
を
証
す
る
史
料
は
管
見
し
な
い
。

　
た
だ
、
次
節
で
述
べ
る
嘉
永
四
年
の
津
江
筋
の
植
皮
国
外
売
買
に
関
わ
る
「
内

済
熟
談
中
極
言
」
に
「
郡
方
植
之
儀
ハ
、
三
月
朔
日
迄
は
郡
方
緩
流
植
手
当
中
二

付
、
川
下
ケ
見
合
候
規
定
」
と
見
え
る
の
で
、
右
の
請
願
は
承
認
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
（
後
述
）
。

　
以
上
、
天
保
初
期
の
植
皮
の
売
買
を
め
ぐ
る
植
皮
生
産
百
姓
と
紙
漉
・
植
皮
質

受
側
と
の
流
通
に
か
か
わ
る
問
題
は
、
安
政
四
年
春
、
日
田
郡
奥
五
馬
筋
七
ケ
村

の
植
皮
生
産
百
姓
が
、
植
皮
販
売
の
自
由
を
求
め
て
日
田
役
所
に
提
出
し
た
一
連

の
要
請
書
を
綴
じ
た
゛
植
皮
一
件
書
物
控
几
に
所
収
さ
れ
る
記
録
史
料
で
あ
り
ヽ

奥
五
馬
筋
七
ケ
村
を
含
め
た
日
田
郡
諸
村
に
お
い
て
、
安
政
期
に
先
行
す
る
時
期

の
植
皮
流
通
の
様
子
を
知
り
得
る
数
少
な
い
史
料
と
な
る
。

　
天
保
の
改
革
の
主
眼
で
も
あ
っ
た
「
諸
色
直
股
下
之
儀
被
仰
渡
」
に
よ
っ
て
、

日
田
郡
内
の
諸
村
で
も
実
施
が
な
さ
れ
た
が
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
九
月

の
五
馬
市
村
か
ら
の
報
告
に
よ
る
と
米
・
大
豆
・
粟
な
ど
の
穀
類
の
ほ
か
煙
草
・

竹
皮
と
と
も
に
植
の
直
段
を
下
げ
る
記
事
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
析
、
米
価
は
そ
れ

ま
で
の
一
石
当
た
り
丁
銭
六
貫
八
四
〇
文
が
六
貫
二
七
〇
文
、
大
豆
五
貫
七
〇
〇

が
四
貫
七
五
〇
、
粟
四
貫
五
六
〇
文
に
値
下
さ
れ
、
植
は
前
年
の
一
把
当
た
り
二

貫
七
五
五
文
か
ら
二
貫
二
八
〇
文
に
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
米
以
外
は
と
も
に
約
二

割
の
値
下
で
あ
っ
た
。

　
植
が
、
煙
草
な
ど
と
と
も
に
主
要
な
流
通
商
品
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

注

①④③②⑨⑧⑦⑥⑤

安
政
四
年
五
月
「
植
皮
一
件
書
物
控
」
所
収
、
別
府
大
学
所
蔵
「
日
田
郡
五
馬
市

村
文
書
」
。

　
「
享
保
十
年
　
日
田
郡
五
馬
市
村
明
細
帳
」
　
　
右
　
　
　
同

　
「
天
明
八
年
　
日
田
郡
鎌
平
村
明
細
帳
」
　
　
　
右
　
　
　
同

　
「
御
郡
代
塩
谷
大
四
郎
様
　
天
保
三
辰
年
御
利
解
書
」
、
右
「
精
皮
一
件
書
物
控
」

所
収
。

　
「
乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候
」
、
①
の
「
格
皮
一
件
書
物
控
」
所
収
。

　
「
乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候
」
、
右
に
所
収
。

　
「
乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候
」
、
右
に
同
。

　
「
内
済
熟
談
申
極
書
之
事
」
、
右
に
同
。

①
に
同
じ
。
本
一
件
控
は
安
政
四
年
五
月
以
降
、
文
久
期
ま
で
の
史
料
を
所
収
す
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⑩
　
「
品
々
書
上
控
」
日
田
郡
五
馬
市
村
文
書
所
収
。

三
、
津
江
筋
諸
村
の
植
皮
流
通
施
策

　
口
・
奥
の
両
五
馬
筋
に
西
接
す
る
津
江
筋
は
、
日
田
郡
の
南
西
部
の
山
間
に
位

置
し
、
肥
後
の
小
国
・
菊
池
、
筑
後
の
矢
部
に
接
す
る
辺
境
部
で
あ
り
、
地
理
的

条
件
の
厳
し
い
地
域
で
あ
っ
た
。

　
前
節
で
見
て
来
た
ご
と
く
、
日
田
隈
・
豆
田
両
町
に
比
較
的
近
い
地
域
に
お
い

て
、
天
保
初
期
に
植
皮
の
流
通
を
め
ぐ
っ
て
そ
の
生
産
者
と
紙
漉
・
扱
い
業
者
と

の
間
で
様
々
な
対
応
が
行
わ
れ
た
が
、
当
体
江
筋
に
あ
っ
て
も
、
や
や
遅
れ
た
嘉

氷
期
に
植
皮
な
ど
小
産
品
の
流
通
に
関
わ
る
注
目
す
べ
き
問
題
が
起
こ
っ
て
い

　
以
下
、
ま
ず
そ
の
様
子
を
見
よ
う
。

　
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
五
月
、
津
江
筋
村
惣
代
大
野
村
甚
助
以
下
、
同
筋
野

田
・
栃
原
・
赤
石
村
の
役
人
、
紙
漉
惣
代
と
し
て
渡
里
筋
友
田
村
十
兵
衛
ほ
か
、

高
瀬
筋
・
城
内
筋
諸
村
の
紙
漉
、
友
田
・
石
井
村
役
人
、
隈
・
豆
田
両
町
船
方
、

両
町
年
寄
ら
が
連
著
し
、
会
所
詰
役
人
が
請
書
す
る
「
内
済
熟
談
申
極
言
」
①
が
作

成
さ
れ
た
。

　
こ
の
申
極
は
、
津
江
筋
諸
村
産
出
の
植
皮
売
買
を
め
ぐ
っ
て
、
植
皮
生
産
百
姓

と
日
田
両
町
周
辺
の
紙
漉
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
熟
談
書
で
あ
る
。
内
容
が
長
文

に
な
る
が
、
史
料
の
性
格
上
、
全
覧
す
る

　
　
　
　
内
済
熟
談
中
極
書
之
事

一
、
津
江
筋
村
々
之
懐
、
御
年
貢
皆
銀
納
之
所
柄
二
付
、
諸
産
物
売
捌
方
兼
て
不

　
　
差
支
様
無
之
候
て
は
御
上
納
方
当
惑
仕
候
処
間
々
有
之
候
二
付
、
多
年
右

　
　
之
儀
御
歌
筋
等
仕
居
候
得
共
、
是
迄
は
通
船
ョ
以
、
川
下
ケ
仕
候
懐
中
極
之

　
　
趣
意
も
有
之
哉
ニ
て
相
整
兼
居
候
処
、
昨
年
来
同
筋
村
々
よ
り
御
歎
願
相

　
　
成
、
内
済
熟
談
取
扱
候
様
会
所
詰
え
被
仰
付
、
豆
田
隈
両
町
郡
方
共
立
会

　
　
熟
談
之
上
、
津
沈
筋
諸
産
物
川
下
ケ
仕
候
様
中
極
書
等
出
来
、
諸
産
物
川

　
　
下
ケ
い
た
し
村
々
一
般
相
悦
ひ
居
候
、
然
ル
処
右
塾
談
之
儀
急
速
之
儀
ニ

　
　
て
、
郡
方
紙
腹
稼
之
も
の
共
え
談
方
行
渡
不
中
哉
ニ
て
、
当
亥
三
月
十
五

　
　
日
、
隈
町
中
津
屋
兵
右
衛
門
よ
り
浮
沈
筋
出
産
之
精
、
船
二
観
積
下
候
処
、

　
　
郡
方
紙
腹
惣
代
よ
り
於
筏
橋
積
船
差
留
置
、
右
始
末
御
会
所
詰
迄
中
出
候

　
　
二
村
、
会
所
詰
宍
昨
年
来
両
町
並
郡
方
津
沈
筋
村
々
立
会
、
熟
談
之
趣
御
演

　
　
舌
相
成
候
得
共
、
兎
角
居
り
方
出
来
兼
候
間
、
右
兵
右
衛
門
よ
り
川
下
仕

　
　
候
精
は
、
無
別
条
川
下
ケ
為
致
、
右
川
下
ケ
之
儀
二
村
、
紙
腹
中
迷
惑
の
廉

　
　
も
有
之
候
ハ
ハ
、
可
申
出
旨
御
談
有
之
候
間
、
紙
腹
中
も
任
其
意
、
右
精

　
　
不
差
構
川
下
ケ
為
致
、
其
後
浮
沈
筋
村
々
精
、
先
年
之
郡
方
熟
談
書
相
振

　
　
川
下
ケ
相
成
候
得
共
、
自
然
。
郡
方
外
筋
々
精
も
紛
人
、
多
分
他
国
え
売
捌

　
　
相
成
候
得
ハ
、
精
直
股
引
上
郡
方
紙
腹
中
難
渋
不
少
成
行
候
段
、
惣
代
作
以

　
　
申
し
立
候
、
且
郡
方
精
之
儀
は
、
三
月
朔
日
迄
は
郡
方
紙
腹
精
手
当
中
二

　
　
村
、
川
下
ケ
見
合
候
規
定
先
年
出
来
有
之
候
得
共
、
右
熟
談
も
郡
方
一
統

　
　
え
は
不
行
届
有
之
候
得
共
右
次
第
″
以
御
役
所
表
え
御
歎
願
奉
中
上
候

　
　
処
、
各
様
方
え
和
熟
内
済
取
計
方
被
仰
村
候
二
村
、
此
度
双
方
中
立
始
末
巨

　
　
細
御
間
調
之
上
、
和
熟
内
済
中
極
左
之
通
、

一
、
浮
沈
筋
精
之
儀
は
、
兼
て
皆
銀
納
之
場
所
ニ
も
有
之
、
其
上
同
筋
内
村
々
之

　
　
儀
は
、
高
山
烈
風
寒
深
所
柄
故
、
出
産
之
精
至
て
下
品
ニ
て
、
当
郡
紙
腹
中

　
　
難
相
用
二
村
、
不
弁
理
二
有
之
、
且
、
昨
年
中
極
之
趣
意
も
有
之
候
間
、
以

　
　
後
は
紙
腹
中
も
勘
弁
い
た
し
、
川
下
無
差
構
、
尤
外
筋
々
之
精
不
紛
込
様

　
　
急
度
取
締
可
致
事
、

一
、
当
亥
年
よ
り
津
沈
筋
村
々
精
出
来
次
第
村
々
中
合
、
御
会
所
迄
通
達
仕
候

　
　
ハ
ハ
、
御
会
所
詰
よ
り
村
々
紙
腹
惣
代
え
御
沙
汰
被
下
候
ハ
ハ
、
惣
代
之

　
　
も
の
津
江
筋
村
々
え
相
越
、
一
村
眼
精
何
程
出
来
候
と
中
儀
調
置
、
筋
内

　
　
合
格
高
何
程
有
之
哉
規
定
決
置
、
年
々
右
振
合
作
以
、
村
々
庄
屋
組
頭
宍
眼

　
　
町
問
屋
え
送
書
相
添
附
出
し
置
、
相
揃
候
上
問
屋
よ
り
御
会
所
迄
申
出
、

　
　
御
米
方
御
蔵
所
御
出
役
御
序
御
見
分
願
請
、
紙
腹
惣
代
之
も
の
一
両
人
為
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見
届
立
会
、
紛
鋪
趣
無
之
様
見
届
改
済
之
川
下
ケ
可
致
事
、

　
　
　
但
積
下
ケ
候
前
目
舟
数
紙
漉
川
筋
村
々
え
申
達
し
、
桔
積
下
し
候
事
、

　
　
　
欄
外
忖
度

　
二
）
桔
出
来
力
之
儀
は
、
十
月
よ
り
翌
三
月
迄
出
来
次
第
津
江
筋
よ
り
会
所

　
　
　
え
相
届
け
候
ハ
ハ
、
両
三
原
匹
紙
漉
惣
代
之
も
の
為
改
立
越
可
中
事
、

　
　
　
　
一
二
）
部
分
は
忖
度
〕

右
之
通
一
同
立
会
熟
談
之
上
、
中
極
候
処
相
違
無
御
座
候
、
後
目
途
変
為
無
之
、

申
極
言
四
通
相
認
メ
達
印
仕
津
江
筋
且
豆
田
隈
両
町
会
所
紙
漉
惣
代
え
一
通

宛
預
り
置
候
処
但
て
如
件
、

　
　
　
　
嘉
禾
四
亥
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
、
連
名
部
分
略
）

　
こ
の
申
極
書
は
、
ま
ず
津
注
筋
諸
村
の
村
柄
か
ら
述
べ
は
じ
め
、
こ
の
地
方
が

山
間
僻
遠
の
土
地
で
、
年
貢
は
皆
銀
納
、
そ
の
銀
子
当
の
為
に
、
従
来
か
ら
諸
産

物
の
売
捌
換
金
に
苦
慮
し
、
つ
い
に
筋
内
の
諸
産
物
を
通
船
を
用
い
て
「
川
下
ケ
」

で
他
国
売
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
郡
方
・
植
商
人
・
舟
方
ら
と
の
緊
密

な
連
絡
を
欠
き
、
船
荷
を
差
し
押
え
ら
れ
る
事
態
も
起
こ
っ
た
。
標
注
筋
植
皮
の

川
下
ケ
で
は
、
郡
内
他
筋
の
植
皮
が
密
か
に
混
入
さ
れ
、
郡
内
植
皮
の
高
値
を
招

き
、
紙
漉
が
難
渋
す
る
な
ど
様
々
な
確
執
が
生
ず
る
の
を
防
止
す
る
た
め
に
こ
の

申
極
書
を
作
成
す
る
な
ど
周
辺
の
概
況
を
述
べ
て
い
る
。

　
第
二
条
で
は
、
津
注
筋
の
植
皮
は
土
地
柄
、
製
品
が
「
下
品
」
で
あ
り
、
紙
漉

に
と
っ
て
「
不
便
理
」
で
あ
り
、
昨
年
の
申
し
極
も
あ
る
の
で
、
他
筋
製
品
が
混

入
し
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
川
下
ケ
を
承
諾
す
る
こ
と
と
し
、
第
三
条
で
は
、
筋

内
語
村
で
は
、
植
皮
の
収
穫
期
に
会
所
に
報
告
、
紙
漉
惣
代
の
実
地
検
分
で
出
来

高
を
調
査
の
上
出
荷
す
る
こ
と
、
船
積
み
川
下
ケ
の
場
合
、
そ
の
前
日
ま
で
に
船

数
な
ど
を
紙
漉
や
川
筋
村
々
へ
通
知
す
る
こ
と
な
ど
を
申
し
極
め
て
い
る
。

　
こ
の
内
済
書
に
連
著
す
る
の
は
、
標
注
筋
惣
代
（
植
皮
生
産
者
）
の
大
野
村
甚

助
ほ
か
野
田
・
栃
原
・
赤
石
三
ケ
村
の
組
頭
・
庄
屋
な
ど
、
紙
漉
側
は
、
惣
代
に

1

1

s

I

I

I

I

l

s

s

J

“

l

s

l

l

l

s

s

s

s

l

s

1

1

　

1

“

I

＆

J

　

　

Ｓ

メ

ｊ

ｌ

ｒ

Ｉ

　

Ｉ

Ｉ

１

‾

‾

１

友
田
村
十
兵
衛
の
ほ
か
入
江
・
石
井
・
佐
古
・
寺
内
・
北
内
河
野
・
小
畑
・
馬
原
・

下
井
出
・
刃
連
の
九
ケ
村
の
紙
漉
と
石
井
・
友
田
村
庄
屋
・
船
方
は
隈
町
京
屋
半

回
郎
・
豆
田
広
瀬
源
兵
衛
の
両
名
と
両
町
年
寄
三
人
で
あ
り
、
仲
介
は
会
所
で
、

こ
の
時
点
の
詰
庄
屋
は
、
渡
里
村
庄
屋
源
平
と
用
松
村
庄
屋
瀬
兵
衛
の
二
名
、
立

会
人
は
上
野
村
勘
右
衛
門
と
な
っ
て
い
る
。

　
津
江
筋
棲
皮
の
生
産
・
出
荷
に
関
わ
る
右
に
先
行
す
る
史
料
は
管
見
し
な
く
、

実
態
は
不
明
の
域
を
出
な
い
・
②
た
だ
津
江
筋
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
桔
の
流
通

に
関
わ
る
問
題
は
、
ひ
と
り
当
筋
の
み
で
解
決
さ
れ
る
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

注

①②

「
内
済
熟
談
申
極
書
之
事
」
、
「
楕
皮
一
件
書
付
控
」
所
収
。

『
日
田
市
史
』
第
ｍ
編
第
四
章
「
近
世
日
田
の
生
産
活
動
」
参
照
。

　
　
四
、
奥
五
馬
筋
の
棲
問
題

　
安
政
四
年
二
月
の
日
田
郡
五
馬
市
村
「
産
物
言
上
」
①
に
よ
る
と
梢
皮
二
四
〇
把

　
二
把
三
一
斤
換
算
で
七
四
四
〇
斤
）
、
櫨
実
八
〇
〇
斤
、
煙
草
二
〇
〇
斤
、
粟
一

五
石
と
見
え
、
但
書
欄
に
「
右
之
諸
産
物
類
、
隈
豆
田
両
町
問
屋
よ
冗
出
中
候
、
且

右
之
外
諸
産
物
小
細
工
物
無
御
座
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
産
物
が
、
数

年
後
文
久
二
年
の
吉
上
に
よ
る
と
新
た
に
炭
・
下
駄
類
・
茶
な
ど
が
加
わ
り
、
更

に
梢
皮
の
総
量
は
五
九
〇
把
、
櫨
実
六
三
〇
〇
斤
、
煙
草
七
五
〇
斤
と
大
幅
に
増

加
し
て
い
紬
。

　
右
の
よ
う
な
生
産
数
量
の
増
加
を
示
す
数
字
は
、
調
査
の
方
法
や
精
度
に
よ
っ

て
増
減
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
面
で
は
明
ら
か
に
増
量
傾
向
を
示
す
も

の
で
あ
ろ
う
。

　
大
山
筋
を
挟
ん
で
津
江
筋
の
東
南
に
位
置
す
る
奥
五
馬
筋
の
諸
村
も
、
地
理
的

条
件
と
し
て
は
、
津
江
筋
に
比
肩
さ
れ
る
劣
悪
な
条
件
下
に
あ
っ
た
。
そ
の
様
子
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は
「
山
中
ニ
て
一
体
田
畑
耕
作
仕
付
之
手
入
は
多
く
取
実
無
数
甚
難
渋
之
土
地
柄
」

で
、
同
じ
山
中
で
も
津
江
筋
は
山
野
は
広
大
、
材
木
・
椎
茸
な
ど
豊
富
で
、
百
姓

の
出
稼
ぎ
も
徳
用
多
い
の
に
対
し
て
、
五
馬
筋
は
山
野
狭
小
で
産
物
も
少
な
く
、

杉
山
を
育
て
板
に
仕
立
て
て
も
川
岸
が
遠
く
牛
馬
で
運
搬
す
る
な
ど
、
利
益
が
少

な
い
村
柄
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
劣
悪
な
条
件
下
に
あ
る
奥
五
馬
筋
農
民
を
刺
激
し
た
の
が
、
先
の
津

江
筋
産
出
精
皮
の
流
通
問
題
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
安
政
四
年
三
月
、
奥
五
馬
筋
七
ケ
村
の
村
庄
屋
ら
は
、
日
田
役
所
に
以
下
の
よ

う
な
請
願
を
し
た
。

　
（
上
略
）
口
五
馬
筋
は
所
々
紙
漉
少
々
宛
御
座
候
、
其
上
町
近
在
紙
漉
多
き

場
所
ニ
も
行
程
近
、
売
捌
方
便
利
宜
敷
候
得
共
、
奥
五
馬
筋
は
所
二
紙
漉
も
無

御
座
候
両
市
中
二
附
出
候
よ
り
外
売
捌
方
無
御
炭
火
二
迷
惑
仕
候
、
追
々
承
り

候
へ
は
、
玖
珠
郡
並
津
江
筋
ハ
先
年
御
歎
願
中
上
、
百
姓
自
信
二
売
捌
方
仕
候

て
も
不
苦
候
様
被
仰
付
、
多
分
百
姓
勝
子
・
相
成
候
趣
二
及
承
候
二
付
、
何
卒
当

筋
も
右
同
様
二
売
捌
方
出
来
仕
候
様
御
歎
願
楽
中
上
呉
候
様
私
共
迄
精
々
中

出
候
、
尤
自
信
に
売
捌
方
出
来
仕
候
て
も
市
中
町
人
之
手
二
掛
り
不
申
て
は
、

自
分
二
売
二
参
り
候
程
之
事
も
出
来
仕
間
歎
候
得
共
、
何
時
も
百
姓
自
信
二
売

捌
候
様
二
相
成
候
ハ
ハ
、
他
国
よ
り
買
二
参
り
候
も
の
も
有
之
、
多
分
百
姓
勝

子
・
相
可
申
楽
存
候
間
、
近
頃
恐
多
御
順
二
は
御
座
候
得
共
、
右
玖
珠
郡
津
江

筋
同
様
、
何
時
も
百
姓
勝
手
売
捌
候
て
も
故
障
無
之
様
、
被
仰
付
被
下
置
候

様
楽
願
候
、
乍
恐
前
断
楽
中
上
候
小
前
百
姓
難
渋
之
程
御
賢
察
被
遊
被
下
候

て
、
順
之
通
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
ハ
、
偏
二
百
姓
御
救
と
重
畳
難
有
楽
存
上

候
、

　
そ
の
趣
旨
は
、
津
江
・
玖
珠
地
方
同
様
、
植
皮
の
「
自
優
売
捌
」
「
旅
出
勝
手
売

捌
」
の
認
可
を
請
願
し
た
い
が
、
た
と
え
自
優
に
売
捌
で
き
る
に
し
て
も
、
隈
や

豆
田
の
町
人
の
手
を
煩
わ
さ
な
け
れ
ば
、
自
分
ら
の
手
で
直
接
に
売
り
捌
く
こ
と

は
困
難
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
他
国
か
ら
買
い
集
め
に
来
る
商
人
も
あ
る
こ
と
故
、
自

由
売
買
を
許
可
し
て
貰
え
れ
ば
「
百
姓
御
救
」
の
た
め
有
り
難
い
事
だ
と
陳
情
す

　
請
願
書
の
内
か
ら
当
時
、
す
で
に
山
間
の
諸
村
に
桔
皮
な
ど
の
農
産
品
を
集
荷

す
る
他
国
商
人
の
往
来
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
奥
五
馬
筋
緒
村
か
ら
の
こ
の
請
願
を
受
け
た
日
田
会
所
詰
の
庄
屋
用
松
雄
蔵
・

渡
里
源
平
ら
は
、
そ
の
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、
奥
五
馬
筋
出
口
村
庄
屋
の
弥
惣

治
に
、
郡
内
紙
漉
方
の
反
対
も
あ
る
こ
と
故
、
こ
の
請
願
は
暫
ら
く
見
合
わ
せ
、

更
に
熟
談
す
る
よ
う
通
知
し
た
。
そ
の
書
簡
で
は
以
下
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

以
手
紙
得
貴
意
候
、
然
は
奥
五
馬
筋
村
々
よ
り
梢
皮
旅
出
勝
手
売
捌
之
儀
、

頃
日
中
願
書
御
差
出
二
相
成
御
談
之
趣
″
以
郡
方
紙
漉
惣
代
荒
々
中
談
候
処
、

別
組
敷
願
書
差
出
候
間
、
写
仕
差
途
中
候
間
御
筋
内
村
々
え
得
と
御
談
シ
、

此
節
は
先
ツ
御
見
合
置
被
下
候
ハ
ハ
、
其
内
折
を
見
合
中
談
熟
談
相
整
候
様

精
々
中
談
候
様
可
仕
候
、
御
同
役
方
え
も
宜
敷
御
談
可
有
之
候
、
此
段
中
進
候
、

先
の
奥
五
馬
筋
の
自
優
な
「
旅
出
勝
手
売
捌
」
請
願
に
対
す
る
郡
内
紙
漉
の
反

対
は
、
次
の
長
文
の
歎
願
書
に
よ
っ
て
極
め
て
明
確
に
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

砧
。
こ
の
願
書
で
は
、
ま
ず
、

　
日
田
郡
奥
五
馬
筋
七
ケ
村
々
楷
皮
之
儀
は
、
紙
漉
稼
も
無
御
座
両
市
中
二
附

　
出
よ
り
外
売
捌
方
無
御
座
迷
惑
仕
候
二
付
、
津
江
筋
ハ
先
年
御
歎
願
奉
中
上
、

　
百
姓
白
倭
二
売
捌
方
仕
候
て
も
不
苦
候
様
被
仰
付
多
分
百
姓
勝
手
二
相
成
候
二

　
付
、
右
同
様
二
売
捌
方
被
仰
付
被
下
置
候
様
願
吉
之
趣
、
私
共
御
呼
出
之
上
御

　
読
聞
之
上
、
尚
又
御
和
解
之
趣
承
知
仕
候
、

と
、
奥
五
馬
筋
の
請
願
お
よ
び
そ
れ
に
先
行
す
る
津
江
筋
の
他
国
売
捌
の
経
緯
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に
つ
い
て
は
了
解
の
旨
を
陳
述
す
る
。
つ
い
で
先
年
（
天
保
三
年
）
の
申
し
極
に

よ
っ
て
、
毎
年
二
月
末
迄
の
他
国
売
り
禁
制
、
三
月
以
後
の
白
雲
売
捌
の
約
束
が

あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
津
江
筋
の
白
雲
売
り
は
基
本
的
に
条
件
が
異
な
る
こ
と
な
ど

を
次
の
如
く
主
張
す
る
。

然
作
処
先
々
御
支
配
之
節
、
郡
方
並
図
町
舟
方
一
統
御
紘
之
上
、
冬
よ
り
二
月

中
迄
は
他
国
え
売
出
候
儀
不
相
成
、
三
月
よ
り
売
出
候
様
中
極
御
願
中
上
御

間
済
被
仰
付
、
一
同
難
有
承
知
仕
候
処
、
去
ル
亥
年
二
月
、
隈
町
兵
右
衛
門

よ
り
植
皮
皮
積
下
候
間
、
友
田
入
江
石
井
佐
古
四
ケ
村
よ
り
見
当
差
押
置
、

御
訴
奉
中
上
候
処
、
去
ル
成
年
津
江
筋
村
々
之
儀
ハ
、
皆
銀
納
之
村
方
ニ
て
、

難
渋
致
差
支
候
二
付
、
積
下
候
筈
中
談
相
成
居
候
段
、
御
利
解
被
仰
付
候
得

共
、
当
郡
統
漉
稼
之
者
共
承
知
仕
候
間
、
右
中
極
二
相
成
候
始
末
、
御
吟
味
奉

願
上
候
処
、
用
松
村
瀬
兵
衛
上
野
村
勘
右
衛
門
立
入
取
扱
被
仰
付
候
二
付
、
右

両
人
立
入
双
方
中
立
候
始
末
、
御
間
周
二
御
座
候
処
、
津
江
筋
村
々
之
儀
は
、

高
山
烈
風
寒
深
之
所
柄
故
、
出
産
之
植
皮
至
て
下
品
ニ
て
、
当
郡
紙
漉
中
難
相

用
不
弁
利
二
有
之
、
去
ル
成
年
中
極
之
加
、
覚
も
有
之
候
間
以
後
は
紙
漉
中
も

勘
弁
い
た
し
、
無
蓋
構
川
下
之
積
熟
談
仕
候
儀
二
御
座
候
、
先
々
御
支
配
之
節

申
極
之
儀
凡
弐
拾
六
ケ
年
之
内
、
植
皮
壱
把
二
付
代
金
壱
分
弐
末
余
之
直
段

之
年
柄
数
ケ
年
有
之
、
其
節
は
紙
漉
稼
之
者
共
紙
直
段
は
、
植
皮
直
段
二
応
し

候
て
は
、
下
落
致
シ
引
合
兼
、
極
々
難
渋
仕
候
得
共
、
植
皮
二
不
限
諸
産
物
之

品
下
落
い
た
し
候
儀
、
其
年
之
振
合
当
時
之
直
段
と
高
直
之
直
段
と
見
競
候

て
は
、
金
弐
朱
余
も
相
違
二
付
、
冬
よ
り
二
月
中
迄
植
皮
他
国
出
不
相
成
故
、

下
直
二
相
成
、
難
渋
中
立
候
得
共
、
植
皮
二
不
眠
、
当
時
雑
穀
並
外
産
物
之
品

迄
下
落
い
た
し
、
紙
直
段
之
儀
は
植
皮
直
段
二
応
じ
直
段
相
立
候
儀
ニ
て
、
諸

産
物
之
直
段
等
之
儀
は
、
年
々
振
合
ニ
て
立
、
且
又
郡
方
図
町
舟
方
一
統
中
極

願
済
二
相
成
居
候
儀
、
数
年
来
事
相
済
、
当
時
直
段
下
落
い
た
し
難
渋
中
立
筋

眠
、
勝
手
筋
中
談
軽
率
二
御
歎
願
奉
中
上
候
様
相
成
候
て
は
、
外
筋
二
何
様
之

儀
御
歎
願
可
奉
中
上
も
難
計
、
小
前
難
渋
仕
不
取
締
之
基
と
小
前
一
統
歎
ケ

敷
楽
存
候
間
、
近
頃
恐
入
御
願
二
楽
存
候
得
共
、
何
卒
御
慈
悲
之
御
勘
弁
ヲ
以

申
し
極
之
通
、
御
利
解
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
ハ
、
紙
漉
村
々
小
前
一
統
隠
二
相

成
、
御
仁
忠
之
程
難
有
仕
合
楽
存
候
、
依
之
郡
方
紙
漉
惣
代
私
共
印
形
仕
願

古
楽
差
上
候
、

　
紙
漉
側
の
主
張
は
、
植
皮
生
産
者
が
言
う
販
路
が
限
ら
れ
て
植
直
段
が
下
直
と

の
主
張
を
否
定
し
、
結
論
と
し
て
は
、
以
前
に
郡
方
・
両
町
商
人
・
移
送
の
舟
方

が
一
統
相
談
申
し
極
が
成
立
し
、
既
に
数
年
も
問
題
な
く
経
過
し
て
い
る
の
に
、
　

最
近
植
皮
値
段
が
下
落
し
難
渋
し
て
い
る
と
勝
手
に
軽
率
な
請
願
を
さ
せ
て
は
、

今
後
如
何
様
な
要
請
が
出
来
す
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
今
回
は
し
っ
か
り
と
説

得
し
、
自
信
勝
手
売
り
願
い
を
拒
否
し
て
欲
し
い
と
陳
情
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
拒
否
要
請
は
、
郡
中
級
漉
惣
代
の
日
田
郡
友
田
村
十
兵
衛
・
嘉
兵
衛
門
、

人
江
村
此
右
衛
門
・
源
兵
衛
、
佐
古
村
此
右
衛
門
、
石
井
村
忠
兵
衛
ら
六
人
で
あ

っ
た
。
歌
願
書
の
奥
書
に
は
、
友
田
・
人
江
村
庄
屋
は
平
左
衛
門
、
石
井
・
佐
古

村
庄
屋
は
久
右
衛
門
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
兼
帯
庄
屋
で
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
級
漉
惣
代
が
入
江
・
佐
古
村
と
も
此
右
衛
門
と
同
名
と

な
っ
て
い
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

　
植
皮
生
産
者
の
自
信
売
捌
許
可
要
請
に
対
す
る
紙
漉
側
の
反
対
意
見
が
、
出
口

弥
惣
治
を
介
し
て
奥
五
馬
筋
に
伝
達
さ
れ
る
と
、
奥
五
馬
筋
七
ケ
村
は
、
即
刻
反

論
の
意
を
表
わ
し
た
。

　
そ
の
詳
し
い
主
張
は
、
次
の
「
以
口
上
奉
御
歌
中
上
候
」
に
如
実
に
示
さ
れ
て

い
る
。　

　
以
口
上
書
御
歎
中
上
候

奥
五
馬
筋
桔
皮
小
前
自
優
売
捌
之
儀
、
先
道
中
御
歎
願
奉
中
上
候
処
、
紙
渡

御
教
訓
之
上
紙
渡
惣
代
よ
り
差
出
し
候
返
答
書
並
津
江
筋
収
穫
書
写
一
同

御
添
、
出
口
弥
惣
治
え
御
紙
面
御
遊
二
相
成
、
委
細
同
人
よ
り
承
知
仕
候
、
然
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処
右
紙
嚢
中
よ
り
差
出
候
書
面
え
桔
直
段
之
儀
は
、
諸
代
品
物
同
様
之
相
場

二
候
間
、
下
落
致
し
候
と
て
二
拾
六
ケ
年
以
前
、
三
月
中
迄
ハ
他
国
出
不
罷
成

様
取
極
出
来
居
候
事
を
今
更
津
江
筋
同
様
二
他
国
出
相
成
候
様
御
願
中
上
候

事
、
軽
々
敷
勝
手
我
優
之
儀
中
出
候
様
二
御
返
答
枚
中
上
候
段
、
甚
夕
迷
悠
二

存
候
、
右
は
二
拾
六
年
以
前
取
極
出
来
居
候
訳
ハ
、
当
筋
ニ
お
ゐ
て
▽
回
存
不

申
候
、
且
又
桔
直
段
ハ
諸
代
品
物
同
様
野
相
場
之
様
二
枚
中
立
候
得
共
是
又

近
年
之
処
一
円
承
知
不
仕
候
訳
ハ
、
桔
買
入
候
者
寄
合
を
致
シ
、
仮
直
段
を

立
成
れ
之
桔
ハ
何
拾
何
匁
と
段
々
ニ
相
極
候
内
、
奥
五
馬
筋
之
儀
は
、
桔
下
品

故
昨
年
等
も
銭
六
拾
目
と
相
定
、
右
中
極
よ
り
高
直
二
買
候
者
ハ
過
料
金
五

面
差
出
候
様
堅
く
中
合
セ
有
之
由
、
昨
初
冬
頃
銭
ハ
拾
匁
位
ニ
て
買
二
参
候
も

の
御
座
候
得
共
、
抜
買
致
候
と
て
厳
敷
枚
取
調
候
由
ニ
て
、
其
後
ハ
両
町
紙
嚢

中
よ
り
も
買
二
者
候
者
無
之
、
然
ル
時
は
全
諸
代
只
物
同
様
之
相
場
と
ハ
訳

相
違
致
候
哉
と
奉
存
候
、
乍
併
桔
皮
ヲ
以
第
▽
・
御
上
納
銀
之
足
し
ニ
致
し
候

場
所
柄
二
付
、
三
月
末
迄
囲
置
候
得
は
必
定
高
直
二
相
成
候
は
乍
存
無
拠
面
町

二
附
出
冬
内
売
尽
中
候
、
別
て
歎
ケ
敷
訳
は
、
昨
年
等
二
致
し
候
て
も
仮
直
段

銭
六
拾
目
と
中
合
有
之
候
を
、
八
拾
目
余
二
買
候
て
も
利
益
有
之
趣
ニ
て
、
眼

前
買
二
参
候
者
も
有
之
二
付
、
先
年
之
通
初
冬
二
正
道
地
之
本
直
段
相
立
候
ハ

ハ
、
小
前
多
分
之
益
二
相
成
候
事
と
存
候
「
ム
シ
」
、
只
今
之
通
、
他
国
出
相

障
置
、
買
候
者
計
中
合
冬
中
売
ら
て
叶
ぬ
を
見
込
、
仮
二
下
直
段
を
相
立
候

事
、
実
ニ
メ
買
綸
殺
と
中
す
も
の
ニ
て
、
一
統
甚
だ
難
渋
不
軽
候
、
此
等
之
情

態
厚
く
御
推
察
枚
成
下
、
何
卒
自
由
売
捌
之
儀
御
間
済
奉
願
上
候
、
尤
一
体

二
桔
不
足
ニ
て
、
郡
中
紙
嚢
年
々
他
国
よ
り
多
分
買
入
候
儀
二
俣
ハ
ハ
、
紙
嚢
難

渋
と
中
事
も
可
有
之
候
得
共
、
三
月
二
相
成
候
得
は
過
半
他
国
へ
売
出
候
儀
ニ

付
、
奥
五
馬
筋
丈
殊
二
下
品
之
精
白
優
売
出
来
候
と
も
、
左
の
み
統
嚢
難
渋
二

八
相
成
中
間
敷
奉
存
候
、
脇
筋
へ
響
候
様
二
枚
中
候
得
共
、
先
達
差
上
候
御
歎

願
書
面
之
通
り
場
所
柄
ニ
て
外
筋
と
替
り
、
別
二
出
産
之
品
無
之
、
御
年
貢
銀

仕
立
候
第
一
之
品
物
之
儀
二
付
、
格
別
之
御
勘
弁
ヲ
以
、
右
願
之
通
御
執
成
枚

成
下
僕
ハ
ハ
、
一
同
難
有
奉
存
候
、

　
右
の
口
上
書
に
よ
る
と
、
植
皮
の
安
値
の
原
因
に
つ
い
て
、
先
年
来
、
植
皮
生

産
者
側
は
販
路
が
狭
い
か
ら
だ
と
主
張
す
る
に
対
し
て
、
紙
漉
・
買
取
商
人
側
は
、

植
皮
値
段
の
高
下
は
諸
物
価
に
連
動
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
販
路
の
広
狭
で
は
な

い
と
主
張
し
て
譲
ら
ず
、
今
回
は
生
産
者
側
は
、
買
取
商
人
側
の
内
密
事
情
を
暴

露
・
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
商
人
側
は
前
以
て
買
収
値
段
を
協
定
し

て
置
き
、
若
し
そ
の
値
段
を
上
回
る
価
格
で
買
い
収
っ
た
場
合
は
、
過
料
金
を
徴

収
す
る
と
言
う
密
約
を
結
び
、
独
自
で
採
算
限
度
の
高
値
買
い
も
出
来
ず
、
結
果

と
し
て
、
商
人
の
奥
五
馬
筋
で
の
植
皮
質
活
動
が
停
止
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
先

年
の
約
定
に
よ
っ
て
、
二
月
末
ま
で
は
他
国
売
り
禁
制
、
三
月
以
降
の
解
禁
と
あ

る
も
の
の
、
年
言
上
納
金
の
確
保
の
た
め
、
三
月
以
降
の
他
国
売
り
の
解
禁
を
待

ち
き
れ
ず
、
安
値
と
知
り
な
が
ら
国
内
の
商
人
に
叩
買
を
さ
れ
る
現
実
を
「
実
ニ
メ

買
綸
殺
と
申
す
も
の
」
と
商
人
側
を
酷
評
し
、
改
め
て
「
自
信
売
捌
」
の
許
可
を

嘆
願
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
口
上
書
は
、
五
月
（
安
政
三
年
）
　
一
日
に
、
会
所
宛
に
提
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
が
そ
の
末
尾
に
「
前
書
之
通
会
所
江
差
出
、
同
所
よ
り
紙
漉
惣
代
江
相
渡

候
得
井
、
急
埓
い
た
し
兼
候
間
、
左
之
通
」
と
但
し
書
き
さ
れ
、
改
め
て
奥
五
馬

筋
七
ケ
村
各
村
役
人
連
名
の
嘆
願
書
が
日
田
役
所
宛
に
提
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
内

容
は
、
先
の
三
月
に
提
出
さ
れ
た
嘆
願
書
と
ほ
ぽ
同
文
で
あ
る
。

　
こ
の
再
度
の
植
皮
他
国
売
の
請
願
を
受
け
た
日
田
役
所
は
、
町
近
在
の
紙
漉
を

呼
び
出
し
て
こ
の
旨
を
伝
え
、
「
和
解
」
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
他
筋
他
村
の
紙
漉

と
の
談
合
が
整
い
兼
ね
る
と
の
近
在
紙
漉
の
願
い
に
よ
っ
て
、
結
論
を
閏
五
月
十

日
に
出
し
た
い
と
の
猶
予
願
い
を
提
出
し
た
。

　
こ
の
書
付
に
は
、
友
田
・
石
井
・
下
井
出
・
人
江
村
の
紙
漉
惣
代
と
組
頭
七
人

と
と
も
に
奥
五
馬
筋
七
ケ
村
の
庄
屋
組
頭
七
人
が
連
名
し
て
い
る
。
こ
の
日
延
べ

の
背
景
に
は
紙
漉
側
の
済
し
崩
し
意
向
が
な
か
っ
た
か
ど
う
か
。

　
閏
五
月
十
二
日
、
小
野
筋
財
津
村
庄
屋
湖
蔵
の
立
ち
会
い
の
元
、
紙
漉
側
と
の

談
合
な
り
、
十
四
日
、
友
田
・
入
江
・
下
井
出
・
刃
連
・
上
井
出
五
ケ
村
の
紙
漉
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は
連
名
で
、
奥
五
馬
筋
植
皮
の
売
捌
に
関
し
て
新
し
い
提
案
を
出
し
て
き
た
。
そ

の
主
た
る
内
容
は
、
同
筋
産
出
の
植
皮
は
、
先
の
二
月
末
・
三
月
以
降
を
境
に
郡

内
売
り
、
他
国
売
り
と
区
別
す
る
方
法
か
ら
、
産
出
額
の
五
割
に
折
半
、
半
分
を

常
時
自
由
に
国
外
出
し
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
と
言
う
内
容
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
提
案
に
対
し
、
日
田
役
所
は
、
植
皮
を
め
ぐ
る
両
者
の
確
執
は
、
市
中
の

商
人
が
介
入
す
る
の
で
問
題
が
起
こ
る
の
で
あ
り
、
今
後
は
「
植
出
来
次
第
紙
漉

よ
り
買
候
様
二
主
法
相
立
」
る
様
に
指
導
、
そ
の
結
果
、
十
五
日
、
奥
五
馬
筋
か
ら

そ
の
趣
旨
は
了
解
す
る
が
、
例
年
、
植
の
生
産
は
九
月
末
に
取
り
掛
か
り
、
十
月

中
に
は
出
来
揃
う
故
、
そ
の
時
期
に
紙
漉
が
一
切
を
買
取
、
若
し
十
月
中
に
片
付

か
な
い
場
合
は
、
そ
の
残
余
す
べ
て
を
他
国
に
売
り
出
さ
せ
て
欲
し
い
旨
提
案
し

て
き
た
。

　
一
方
、
紙
漉
側
は
、
奥
五
馬
筋
七
ケ
村
の
植
皮
の
出
来
高
は
承
知
し
て
い
る
の

で
、

　
一
、
請
取
方
法
と
場
所
を
取
り
決
め
る
こ
と
、

　
一
、
植
皮
を
「
付
出
し
」
次
第
、
月
・
日
に
拘
ら
ず
何
時
で
も
受
取
り
代
金
を

　
　
　
渡
す
こ
と
、

　
一
、
値
段
は
、
当
所
の
相
場
に
鑑
み
、
過
不
足
な
い
よ
う
に
勘
定
す
る
こ
と
、

　
一
、
若
し
、
植
皮
が
出
来
揃
兼
ね
、
小
前
で
上
納
銀
に
支
障
が
生
じ
た
場
合
は
。

　
　
　
確
実
な
誼
文
に
よ
り
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
、

な
ど
詩
条
件
に
、
更
に
熟
談
を
重
ね
、
事
態
を
解
決
し
た
い
旨
を
、
口
上
書
で
提

案
し
た
。

　
こ
う
し
た
植
皮
生
産
・
紙
漉
・
会
所
・
日
田
役
所
な
ど
の
間
の
度
重
な
る
熟
談

の
結
果
、
同
年
潤
五
月
奥
五
馬
筋
か
ら
の
こ
れ
ま
で
の
請
願
を
取
り
下
げ
、
当
村

と
諏
漉
と
の
間
で
内
済
中
極
執
談
書
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
下
、
中

極
言
を
全
覧
す
る
。

　
　
　
内
済
熟
談
申
極
書
之
事

奥
五
馬
筋
七
ケ
村
よ
り
植
皮
他
国
出
奉
願
上
候
処
、
産
物
植
皮
之
義
は
先
前

　
紙
漉
惣
代
梢
皮
売
渡
惣
代
立
会
、
年
々
二
月
迄
は
他
国
出
不
相
成
中
極
有
之

　
候
二
付
、
右
願
之
儀
紙
漉
惣
代
御
召
出
御
利
解
被
仰
渡
候
上
、
会
所
詰
両
人
え

　
立
入
取
扱
候
様
被
仰
付
候
二
付
、
会
所
詰
両
人
並
財
津
湖
蔵
立
入
、
奥
五
馬
筋

　
村
々
並
紙
漉
惣
代
共
双
方
中
口
承
り
候
処
、
奥
五
馬
筋
村
々
ニ
於
ハ
諸
産
物

　
猪
皮
第
一
之
品
ニ
て
、
外
二
産
物
払
底
之
趣
相
聞
、
紙
漉
惣
代
と
中
立
候
儀

　
追
々
双
方
え
厚
御
利
解
被
仰
渡
候
二
付
、
立
入
人
よ
り
も
尚
又
押
て
中
腹
、
奥

　
五
馬
筋
村
々
壱
ケ
年
梢
出
来
高
之
内
、
六
分
通
他
国
出
、
紙
漉
惣
代
承
知
仕
、

　
熟
談
相
整
中
候
処
相
違
無
之
候
、
枯
皮
取
扱
方
左
之
通
中
極
置
候
事
、

一
、
当
巳
年
よ
り
奥
五
馬
筋
七
ケ
村
格
出
来
高
村
役
人
取
調
、
御
会
所
え
村
限

　
御
届
申
出
候
ハ
ハ
、
御
会
所
よ
り
村
々
紙
漉
惣
代
え
御
達
置
被
下
、
村
々
よ

　
り
為
附
出
候
節
右
之
内
六
分
通
村
役
人
よ
り
送
相
添
出
置
候
ハ
ハ
、
買
候
者

　
よ
り
川
下
致
度
段
御
会
所
迄
申
出
候
ハ
ハ
、
同
所
よ
り
猶
又
紙
漉
惣
代
え
御

　
沙
汰
被
成
下
候
上
、
右
惣
代
罷
越
把
数
舟
数
見
届
、
会
所
詰
よ
り
川
筋
村
々

　
え
臆
拠
之
送
り
書
御
差
出
二
相
成
、
川
下
ケ
仕
候
様
可
致
候
、
尤
、
他
筋
よ
り

　
桔
川
決
て
積
下
シ
中
間
徴
候
、
勿
論
村
々
ニ
並
問
屋
ニ
お
い
て
も
不
正
之
取
計

　
決
て
致
間
敷
事
、

　
但
、
紙
漉
稼
之
も
の
と
も
、
自
然
疑
惑
筋
惣
代
共
へ
申
出
候
ハ
ハ
、
一
村
限

　
り
椿
何
程
出
来
候
と
中
儀
、
紙
漉
惣
代
罷
越
調
候
様
可
仕
恨
事
。

　
　
　
（
以
下
略
）

　
右
に
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
奥
五
馬
筋
で
は
柄
皮
が
「
産
物
第
一
之
品
」
で
、

他
に
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
が
全
く
な
い
こ
と
に
鑑
み
、
年
間
柄
出
来
高
の
六
割
を

他
国
出
し
す
る
こ
と
を
認
め
る
と
言
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
手
立
て
と
し

て
の
要
旨
を
整
理
す
る
と
、

　
一
、
七
ケ
村
の
柄
出
来
高
を
、
村
役
人
が
調
べ
、
会
所
へ
報
告
、
会
所
は
そ
れ

　
　
　
を
紙
漉
に
通
知
す
る
、

　
一
、
諸
村
か
ら
附
出
し
す
る
折
、
六
割
分
に
つ
い
て
は
村
役
人
の
「
送
書
」
を

　
　
　
添
え
る
、
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一
、
買
得
者
は
川
下
ケ
の
要
請
を
会
所
を
通
し
て
紙
漉
惣
代
へ
通
知
し
了
解
を

　
一
、
惣
代
は
、
積
舟
の
数
を
確
認
、
会
所
か
ら
は
川
筋
の
村
々
へ
積
荷
証
明
を

　
　
　
す
る
、

な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
他
筋
の
植
は
、
決
し
て
積
下
シ
し
な
い
こ
と
、
諸
村
・
問

屋
で
の
不
正
取
り
極
を
し
な
い
こ
と
な
ど
を
約
諾
し
て
い
る
。

　
こ
の
「
内
済
熟
談
中
極
」
書
に
連
名
す
る
の
は
芋
作
・
新
城
・
塚
田
・
本
城
・

五
馬
市
・
桜
竹
・
出
口
な
ど
奥
五
馬
筋
七
ケ
村
の
庄
屋
・
組
頭
・
百
姓
代
、
入
江
・

友
田
・
上
井
出
・
下
井
出
・
刃
連
な
ど
五
ケ
村
の
紙
漉
惣
代
と
刃
連
・
入
江
・
友

田
四
ケ
村
の
庄
屋
な
ど
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
天
保
三
年
以
来
、
日
田
周
辺
の
郡
内
紙
漉
と
植
皮
の
生
産
側
と
の

間
の
植
流
通
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
津
江
筋
お
よ
び
奥
五
馬
筋
の
二
地
域
の
特
例
的

な
扱
い
と
し
て
決
着
す
る
の
で
あ
る
が
、
奥
五
馬
筋
の
問
題
が
解
決
さ
れ
た
翌
安

政
五
年
正
月
、
早
く
も
問
題
が
起
こ
っ
た
ら
し
い
。

　
五
馬
筋
諸
村
の
植
皮
は
、
秋
の
収
穫
期
に
村
内
植
皮
の
総
生
産
高
を
調
査
し
、

年
末
か
ら
翌
年
春
に
か
け
て
売
り
出
す
も
の
で
あ
る
が
、
「
午
正
月
二
十
一
日
、
桜

竹
俊
吾
宅
ニ
て
相
談
之
上
、
会
所
え
差
出
候
書
付
影
」
に
よ
る
と
、
安
政
四
年
潤
五

月
に
成
立
し
た
奥
五
馬
筋
七
村
の
六
分
他
国
売
の
中
極
に
よ
っ
て
、
前
年
度
の
植

皮
出
来
高
を
提
出
し
売
捌
き
を
始
め
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
数
値
に
疑
問
を

抱
い
た
も
の
か
、
紙
漉
側
か
ら
売
り
方
を
中
止
す
る
よ
う
要
請
が
出
た
。
そ
こ
で

生
産
者
側
（
奥
五
馬
）
は
、
そ
の
不
当
を
非
難
し
、
今
後
こ
の
種
の
問
題
の
発
生

を
防
止
す
る
め
に
「
鑑
札
」
制
の
導
入
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
一
件
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
後
続
す
る
史

料
は
管
見
し
な
い
。

注

①②

　
「
自
安
政
四
年
二
月
　
三
番
書
上
物
控
」
所
収
、
「
産
物
書
上
」
五
馬
市
村
文
書
。

右
同
、
所
収
「
覚
」
。
こ
の
他
産
物
と
し
て
炭
・
櫨
・
煙
草
・
下
駄
類
・
茶
な
ど
が

見
え
る
。

③
　
安
政
四
年
五
月
「
櫓
皮
一
件
書
物
控
」
所
収
「
乍
恐
以
書
附
御
歎
願
奉
中
上
候
」
。

④
　
右
同

⑤
　
右
同

⑥
　
右
同

⑦
～
⑩
右
同
。
以
下
、
注
記
し
な
い
限
り
同
一
史
料
に
よ
る
。

五
、
そ
の
後
の
植
皮
問
題

　
文
久
二
年
九
月
、
西
国
郡
代
屋
代
増
之
助
忠
良
は
、
急
速
に
弛
緩
し
て
行
く
封

建
的
社
会
体
制
を
建
て
な
お
す
べ
く
支
配
下
郷
村
に
改
革
の
趣
旨
を
布
告
し
、
こ

れ
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
に
郷
村
民
か
ら
「
請
書
」
を
提
出
さ
せ
た
。
そ
の
主
要
な

政
策
の
な
か
に
支
配
下
農
村
か
ら
庶
出
す
る
薪
炭
・
竹
本
・
穀
類
・
胡
麻
・
棲
皮
・

油
粕
・
茶
そ
の
ほ
か
の
産
物
の
流
通
の

　
改
革
の
具
体
的
趣
旨
を
伝
え
る
「
被

　
　
　
（
上
略
）
近
年
炭
薪
竹
本
穀
類
胡
麻
桔
皮
油
粕
茶
其
外
之
産
物
、
船
積
い
た

　
　
し
両
筑
え
積
下
シ
、
売
払
候
族
も
不
少
哉
と
相
聞
、
（
中
略
）
元
来
両
筑
二
売

　
　
払
候
儀
、
小
前
之
力
を
以
▽
人
別
二
取
計
候
事
と
は
不
相
聞
、
可
成
身
元
之
も

　
　
の
其
身
之
利
益
を
考
、
小
前
え
前
金
等
貸
渡
シ
ー
手
二
直
安
く
買
集
メ
、
船
積

　
　
之
上
面
筑
等
へ
売
捌
候
趣
二
相
聞
、
左
候
得
は
一
手
二
買
集
メ
、
利
潤
を
得
候

　
　
者
計
徳
分
付
候
得
共
、
小
前
ニ
お
い
て
ハ
更
二
利
潤
と
中
ニ
は
無
之
、
其
上
両
筑

　
　
え
品
物
売
捌
候
故
を
以
当
地
支
配
之
も
の
惣
体
二
迷
惑
い
た
し
、
直
段
高
キ

　
　
品
を
相
互
二
買
取
不
中
候
て
ハ
難
相
成
次
第
（
下
略
）
、

と
説
諭
し
、
こ
の
趣
旨
を
受
け
て
隈
・
豆
田
両
町
町
人
が
介
在
す
る
産
物
の
流
通

統
制
が
思
向
さ
れ
た
。

　
　
「
御
用
談
‰
」
同
年
十
月
の
記
事
に
は
「
穀
類
其
他
他
国
出
、
両
町
よ
り
御
趣

　
意
″
以
相
断
候
間
、
左
之
通
、
附
紙
。
以
、
会
所
へ
中
断
置
候
」
と
前
審
さ
れ
、

　
穀
類
・
竹
類
・
竹
の
子
・
薪
・
炭
・
玉
子
・
油
粕
・
菜
種
子
・
梢
皮
等
の
産
物
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を
列
記
し
、
桔
皮
の
欄
に
は
以
下
の
如
き
但
し
書
き
が
見
ら
れ
る
。

植
皮

　
　
但
、
前
々
御
支
配
之
節
、
紙
漉
典
よ
り
願
出
候
二
付
、
御
調
之
上
三
月
四
日

　
　
よ
り
九
月
朔
日
迄
川
下
御
免
、
右
日
限
之
外
は
一
切
差
留
相
成
候
間
、
是

　
　
迄
之
通
ニ
い
た
し
度
、
尤
津
江
筋
並
玖
珠
郡
其
外
典
、
右
植
川
下
差
留
候
て

　
　
は
御
年
貢
銀
上
納
方
二
差
支
候
ハ
ハ
、
夫
丈
ハ
相
当
之
猶
予
。
以
両
町
二
買

　
　
入
可
中
候
、

と
但
し
書
き
さ
れ
、
更
に
、

　
　
但
、
植
皮
之
儀
、
奥
五
馬
筋
ハ
先
年
御
歎
願
奉
中
上
、
紙
漉
一
同
御
利
解

　
　
之
上
、
出
来
高
之
六
分
通
ハ
、
何
時
他
国
へ
売
出
候
て
も
差
支
無
之
様
、

　
　
熟
談
相
極
有
之
候
間
、
此
段
御
断
申
上
候
、

　
流
通
政
策
の
改
革
に
も
拘
ら
ず
、
奥
五
馬
筋
の
拷
皮
の
他
国
売
捌
は
継
続
さ
れ

た
の
で
あ
り
、
続
く
十
二
月
の
「
産
物
書
上
」
に
は
、
奥
五
馬
筋
七
ケ
村
の
う
ち
、

五
馬
市
村
か
ら
の
「
覚
」
に
よ
る
と
、
同
村
の
諸
彦
物
の
品
名
・
数
量
・
売
捌
先

な
ど
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

一
、
炭

一
、
櫨

一
、
煙
草

一
、
下
駄
類

一
、
茶

一
、
桔

百
弐
捨
値

六
千
三
百
斤

七
百
五
捨
斤

百
足

拾
俵

五
百
九
拾
把

此
売
付
先

此
売
付
先

此
売
付
先

此
売
付
先

此
売
付
先

此
売
付
先

メ
「
凡
　
銀
四
貫
四
百
目
」
（
朱
書
）

両両

町町

六
百
斤

百
五
拾
斤

三
百
五
拾
把

弐
百
四
拾
把

両
町

豊
前
国

画
町

両
町

両
町

筑
後

　
諸
産
物
の
内
、
煙
草
の
二
割
と
椿
皮
の
四
割
強
と
が
他
国
売
さ
れ
て
お
り
、
他

は
す
べ
て
両
町
す
な
わ
ち
隈
・
日
田
の
二
町
で
売
却
さ
れ
て
い
る
。

　
翌
三
年
四
月
の
「
覚
」
に
よ
る
と
、
五
馬
市
村
で
は
日
田
役
所
の
「
御
趣
意
」

に
よ
っ
て
植
・
椿
を
植
樹
し
て
い
る
が
、
こ
の
折
、
椿
本
は
一
六
一
〇
本
で
あ
っ

た
が
、
但
し
書
き
に
は
、
植
木
は
「
寒
深
上
劣
之
村
方
ニ
て
生
立
兼
植
村
候
場
所
無

数
、
椿
場
所
共
是
迄
植
尽
し
最
早
可
残
場
所
無
御
座
」
い
が
、
御
趣
意
に
沿
っ
て

植
え
付
け
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
数
年
後
の
慶
応
三
年
十
月
の
四
本
草
木
諸
職
人
な
ど
の
運
上
銀
調
も
に
よ
る

と
、
五
馬
市
村
一
ケ
村
に
お
け
る
椿
の
栽
培
は
、
「
高
請
地
」
の
畦
で
栽
培
さ
れ
て

お
り
そ
の
数
は
七
百
本
で
あ
り
、
無
運
上
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
吉
上
に
は
、
五
馬
市
村
以
外
の
奥
五
馬
筋
諸
村
の
産
物
実
態
は
記
載
さ
れ

ず
、
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
十
年
後
の
明
治
六
年
の
「
物
産
取
調
書
上
」
に
よ
る

と
、
五
馬
市
村
産
出
の
植
皮
の
数
量
は
一
五
八
四
貫
目
と
見
え
、
隣
接
す
る
新
城

村
が
六
七
八
貫
、
塚
田
村
六
三
八
貫
四
〇
〇
目
と
あ
り
、
第
八
大
区
十
一
小
区
内

の
そ
の
総
産
出
高
は
、
一
万
二
六
〇
七
貫
六
〇
〇
目
（
代
金
二
三
三
二
円
）
で
あ

っ
た
。

　
こ
の
数
値
は
、
先
に
見
た
椿
皮
の
把
・
斤
・
貫
の
換
算
に
基
づ
け
ば
、
安
政
期

五
馬
市
村
の
産
出
格
皮
の
総
産
出
量
に
対
し
て
増
減
比
約
一
・
四
倍
と
な
る
。

　　　　　　　　　　注

⑦⑥⑤④③②①

文
久
二
年
九
月
「
被
　
仰
渡
書
」
五
馬
市
村
文
書
所
収
。

　
「
自
安
政
六
年
十
月
　
御
用
談
記
」
五
馬
市
村
文
書
所
収
。

　
「
自
安
政
四
年
二
月
　
三
番
　
書
上
物
控
」
、
五
馬
市
村
文
書
所
収
。

　
「
自
安
政
四
年
二
月
　
三
番
　
書
上
物
控
」
五
馬
市
村
文
書
所
収
。

右
に
同
じ
。

　
「
明
治
六
年
分
　
物
産
取
調
書
上
」
五
馬
市
村
文
書
所
収
。

明
治
六
年
の
町
村
区
画
の
分
合
改
称
に
よ
っ
て
、
第
ハ
大
区
十
一
小
区
に
は
、
女

子
畑
（
苗
代
部
・
女
子
畑
）
・
合
田
（
柚
野
木
・
大
鳥
）
・
湯
山
・
赤
岩
・
桜
竹
・

本
城
・
五
馬
市
（
新
城
・
五
馬
市
）
・
塚
田
・
出
口
（
出
口
・
芋
作
）
の
諸
村
が
含

ま
れ
た
。

－
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⑧
　
⑥
「
明
治
六
年
分
物
産
取
調
書
上
」
五
馬
市
村
文
書
所
収
。
参
考
ま
で
に
五
馬
市

　
　
村
の
み
の
物
産
品
目
を
列
挙
す
る
と
、
現
米
・
麦
・
大
麦
・
小
麦
・
粟
・
稗
・
大

　
　
豆
・
小
豆
・
蕎
麦
・
碗
豆
・
里
芋
・
唐
芋
・
大
根
・
黒
豆
・
牛
苓
・
櫨
実
・
梢
・

　
　
茶
・
麻
・
煙
草
・
生
絹
こ
栞
・
串
柿
・
絹
・
銀
杏
・
当
版
・
椋
桐
・
杉
・
刈
鎌
・

　
　
牛
・
馬
・
鶏
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
旧
奥
五
馬
筋
全
域
と
し
て
は
、
こ
の
他
に
家

　
　
鴨
・
鮎
・
蜂
蜜
・
薪
炭
・
竹
ノ
子
・
木
履
・
茅
蓑
・
斧
・
鍬
・
半
切
紙
な
ど
が
み

　
　
ら
れ
る
。
刈
鎌
・
鍬
・
斧
な
ど
は
「
野
鍛
冶
」
に
よ
る
生
産
品
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
「
有
馬
市
村
明
細
帳
」
に
よ
る
と
当
村
に
は
「
鍛
冶
壱
人
」
と
見
え
る
。
「
木
履
」

　
　
は
、
草
履
に
対
す
る
「
下
駄
」
の
名
称
で
あ
ろ
う
。

六
、
お
わ
り
に

　
『
豊
後
国
志
』
は
日
田
郡
の
「
土
産
」
条
の
冒
頭
に
「
紙
」
を
あ
げ
、
「
各
郷
出
、

紙
品
万
種
、
皆
精
良
」
と
、
郡
内
産
出
の
紙
が
種
類
が
多
く
、
良
質
で
あ
る
と
言

う
。
大
蔵
米
常
の
『
広
益
国
産
考
』
に
よ
る
と
日
田
郡
に
お
け
る
紙
の
産
出
は
、

四
五
〇
〇
丸
、
代
価
で
五
〇
〇
質
と
述
べ
ら
れ
、
こ
の
数
字
は
二
十
品
目
に
及
ぶ

諸
産
品
の
中
で
、
殼
大
の
収
益
高
を
占
め
る
。
そ
の
原
料
の
桔
の
生
産
高
は
三
〇

〇
〇
把
に
及
ぶ
。

　
梢
皮
と
紙
の
生
産
は
と
も
に
、
既
述
の
如
く
農
民
の
「
作
間
の
稼
ぎ
」
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
う
ち
、
紙
漉
は
設
備
や
技
術
を
件
う
特
技
で
あ
り
、
「
川
辺
之
百
姓
ハ

紙
漉
申
候
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
水
の
便
な
ど
地
理
的
条
件
も
左
右
し
た
。
日

田
周
辺
に
お
け
る
紙
漉
は
、
城
内
筋
の
馬
原
村
で
享
保
十
年
に
二
十
五
人
と
言
う

比
較
的
大
き
い

の
十
▽
人
、
栗

数
字
が
見
牡
、
時
代
は
前
後
す
る
が
継
手
村
の
十
人
、
小
五
馬
村

林
村
十
人
な
ど
が
あ
り
、
奥
五
馬
筋
の
出
口
村
で
は
天
明
十
年
の

　
「
明
細
帳
」
に
十
五
人
と
見
え
る
。
紙
そ
の
も
の
の
産
額
は
、
明
治
六
年
の
「
物

産
取
調
書
上
」
に
よ
る
と
、
第
ハ
大
区
十
一
小
区
の
集
計
で
は
、
「
半
切
紙
　
三
百

三
十
束
　
代
弐
百
拾
四
皿
に
」
と
あ
る
。

　
さ
て
、
村
方
で
産
出
さ
れ
た
諸
種
の
物
産
は
、
多
く
自
家
消
費
さ
れ
た
が
、
そ

の
内
の
残
余
は
回
村
商
人
や
村
人
自
身
の
持
ち
込
み
に
よ
っ
て
隈
・
豆
田
の
町
に

運
ば
れ
、
更
に
川
下
し
に
よ
っ
て
両
筑
な
ど
に
売
却
さ
れ
た
。

　
幕
末
期
の
在
と
町
と
の
交
流
は
隆
盛
し
、
町
屋
で
の
物
品
は
い
わ
ゆ
る
「
掛
売
」

　
「
掛
買
」
の
風
潮
が
大
き
な
社
会
問
題
に
さ
え
な
っ
た
。
天
保
則
に
は
、
日
田
代

官
は
こ
う
し
た
悪
弊
を
防
止
す
べ
く
、
農
村
に
対
し
て
薪
炭
ほ
か
諸
種
の
農
産
品

の
町
屋
で
の
換
金
を
奨
励
、
そ
の
代
価
を
以
て
日
用
品
の
現
金
買
い
を
勧
め
る
程

で
あ
っ
た
。
そ
の
折
も
宇
佐
郡
四
日
市
や
中
須
賀
な
ど
の
町
屋
商
人
が
、
農
民
持

ち
込
み
の
小
産
品
を
選
別
・
買
い
叩
き
の
な
い
よ
う
に
指
導
し
て
お
り
、
在
と
町

の
一
体
的
な
流
通
の
普
及
を
志
向
し
て
い
る
。

　
当
期
前
後
の
隈
・
豆
田
町
に
お
け
る
紙
面
・
植
商
は
そ
れ
ぞ
れ
三
軒
・
一
軒
か

お
り
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
流
通
の
問
題
も
、
必
ず
し
も
植
皮
生
産
農
民
と
町
屋

商
人
の
間
に
限
定
さ
れ
る
流
通
問
題
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
紙
漉
業
者
も
絡
む
複

雑
な
要
素
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
植
皮
の
一
例
か
ら
見
て
も
、
幕
末
期
の
日
田
周
辺
の
物
流
に
も
、

予
想
を
越
え
る
大
き
な
変
革
が
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

注

①⑥⑤④③②⑦

宝
暦
五
年
日
田
郡
出
口
村
「
村
鑑
帳
」
・
天
明
八
年
「
日
田
郡
出
口
村
明
細
帳
」
、

天
瀬
町
出
口
河
津
晃
氏
提
供
史
料
。

　
「
馬
原
村
明
細
帳
」

　
『
大
分
県
史
Ｊ
ｍ
「
幕
府
領
」
所
収
史
料
。

①
に
同
じ
。

　
「
明
治
六
年
分
　
物
産
取
調
書
上
」
五
馬
市
村
文
書
所
収
。
前
節
注
⑦
参
照
。

　
『
宇
佐
近
世
史
料
集
』
山
口
家
文
書
所
収
「
当
郡
困
窮
立
直
方
一
同
郷
尋
之
上
、

御
仕
法
被
仰
渡
候
御
請
書
写
」
。

　
『
日
田
市
史
』
第
三
章
第
一
節
。
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